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アマチュア・ スポーツのあり方

スポーツは,人 々が,楽 しみと, よりよく生きるために,他から求めら
れることなく, 自らの能力に応して行なう自由な身体活動である。明るい

光 と,す がすがしい環境の中で行なわれるスポーツは,そ のまま豊かな国
民生活の形成に役立つものとなろう。

このようにして育まれるスポーツが,あ まねく国民の間に行きわたるこ
とによって,健康な国民がつくられ,正 しいスポーツマンシップが生まれ
ることを願いここにアマチュア・スポーツを楽しむ人々のあり方を定めた。

アマチュア・スポーツマンは,

1.ス ポーツを愛し,楽 しむために, 自発的に行なう。
2.ルールに従い, フェアプレーに終始する。
3.常に相手を尊重しつつ, 自己の最善をつくす。
4.ス ポーッを行なうことによって物質的利益を求めない。
5.ス ポーッによって得た名声を利用しない。

(日 本体育協会 昭和45年制定 )
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第 33回 国 民 体 育 大 会

やまびこ国体

マ ☆☆ テ

長野県の山なみに,ス ポーツマンの声がこだましている情景を表わしたもの

で,若さ,交流,新鮮さを表現しています。

☆スローガン☆

日本の屋根に手をつなぐ

日本の屋根信川で,長野県民をはじめすべての国民が友情の輪を広げる情景

を表現しています。

シンボルマーク☆

緑の三角形の中に,やまびこと陸上 トラックを達想させる

県色のオレンジの円と国体マークをあしらい,緑の三角形が

山なみを,オ レンジが人の和を表現しています。
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イゴ 力
日本 体 育 協 会 選 定

佐 伯 孝 夫 作詞
高 田 信 一 作曲
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日本 バ ドミ ン トン協 会

会 長 本 田 弘 敏

第33回 国民体育大会バ ドミントン競技会開催にあたり,一言こあいさつ

申しあげます。

昨年の青森国体から一年のあいだに,パ ドミントン競技は各層にわたっ

て幅広く着実に伸張いたしてお ります。

国内にあっては全日本総合選手権大会を始めとする各種大会において,ま た国際舞台にあっては,

第 8回世界女子選手権大会ユーパー杯大会において三年ぶ りに栄えあるユーパー杯を奪回 して再び世

界の王座につくことになるなど内外にわたって多大の成果をおさめてまいりました。

このように実 り多い年となりつつあるこのときにあたり,塩尻市で本大会を迎えますことは例年に

もまして本競技の隆盛に向 ってのきわめて大 きな意義を持つものであることを痛感いたすものであり

ます。

本日からの 4日 間,全国各地から参集された精鋭の選手諸君におかれては, どうか日ころ努力精進

された技価を遺憾なく発揮され,将来の日本バ ドミントンのよリー層の発展と諸君らの個々の向上に

つながる大きな成果をもたらす競技に終始されんことを衷心より熱望いたすものであ ります。

終 りに,本大会開催にあたり,準備万端のお世話をくださいました長野県並びに地元塩尻市の関係

各位に対 し心から厚 く御礼申し上げます。

第田回国民体育大会長野県実行委員会会長

長 野 県 知 事  西  沢  権 ― 郎

このうえもない光栄であり.心から歓迎を申し上げます。

近年のきびしい社会情勢の中で,私たちは,ひたすら長野方式を旗印として,社会体育本来の姿を

求めつつ,質素な中にも内容豊かな実 りある国体とするため、県民を挙げてその実現に努めてまいり

ました。

本県の山なみに力温れるスポーツマンの声がこだまし,日 本の屋根信州で,参加されたすべての皆

さんが友情の輪を広げることを県民の願いとして,こ の大会を「やまびこ国体」と名づけ,「日本の

屋根に手をつなぐ」をスローガンにかかげました。

どうか選手の皆さんは,ス ポーツマン精神のもとに日頃培われました技と力を遺憾なく発揮され,

立派な成果をあげられますよう念願してやみません。また, この機会に秋の深まった信濃路を大いに

満喫されるとともに,県民との親睦をより深めていただきますようお願い申し上げます。この大会を

開催するにあたり,関係各位から寄せられました御支援,御協力に対 し,深 く感謝を申し上げまして

歓迎のことばといたします。

ご あ い さ つ
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高く澄みきった秋空のもと, ここみすずかる信濃の地に,天皇陛下の御

臨席を仰ぎ,全国各地から多数の役員,選手をお迎えして,第
"回
国民体

育大会秋季大会が盛大に開催できますことは,200万 県民にとりまして



歓 迎 の こ と ば

第

“

回国民体育大会塩尻市実行委員会考餞長

塩 尻 市 長 小 野 光 洪

澄みきった秋空に:その雄姿がひときわ美しい北アルプスの連峰を仰ぐ
ここ塩尻の地に,天皇陛下のこ臨席を賜わり,全国各地から精鋭500名
余の選手・役員をお迎えして,第認回国民体育大会バ ドミントン競技会が
開催されますことは,当市にとりまして, このうえもない光栄であり, 5

万市民あげて心から歓迎を申し上げます。

日本の屋根信州の中央に位置する塩尻市は,古 くから交通の要衝にあり,立地条件と豊かな自然に
恵まれ, また桔便ケ原を中心とした特産のブ ドー・ リンゴなどは広く知られており,訪れた皆さんに
秋の味覚を満喫していただけるものと思います。

私 どもは,「市民総参加の国体」を合言葉に,質素の中にも独創的な国体,実 りある国体を目指し
努力してまいりました。

選手の皆さんは,日 ころ鍛えた力 と技を遺憾なく発揮 し,正々堂々と奮闘され,郷土の声援に応え
てください。そして勝負の厳 しさを乗 り越え,日 本の屋根に手をつなぎ,友情の輪が大きく広がるこ
とを念願 してやみません。

この競技会の開催にあたり,私 どもは誠意を尽して,準備に万全を期してまいりましたが,不行届
きの点は,何分ご容赦くださいますようお願い申し上げます。
おわ りに,関係各位から寄せられましたこ指導, こ協力に対 し,深 く感謝を申し上げ歓迎のことば
といたします。

歓 迎 の こ と ば

長野県パ ドミントン協会

会 長   中  村 伝

全国各地の精鋭 380名 の選手諸君を,日 本の屋根信州の中心,塩尻市
にお迎えして第

“

回国民体育大会バ ドミントン競技が開催 される運びにな

りましたことは,こ のうえもない光栄と存じます。

こ承知のように,去 る5月 にニュージーランドにおいてューバー杯を奪還 し, さらに トーマス杯も

現在,地区大会で初制覇を目指して奮闘しております, この記念すべき,意義ある年であることを想
うとき,一層の感激を禁じえません。この時にあたり,栄 えある大会を通 し,選手諸君の最高の妙技
に接することができますことは,長野県パ ドミントン界は言うまでもなくスポーッ愛好者にとって誠
に意義深 く感激もひとしおでございます。

「日本の屋根に手をつなぐ」のやまびこ国体のスローガンのもとに,郷土の栄誉と期待を担って参
加された選手の皆さん,日 頃練磨された技能を充分に発揮され,栄光を目ざしてご健闘あらんことを

切望するものであります。

終 りに,塩尻市を始め,本大会開催にあたり格別のこ協力こ支援をたまわりました関係各位に心か
らお礼申し上げ歓迎のことばといたします。
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第 1条

第 2条

第 3条

第 4条

第 5条
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oξ皇杯〉 〈皇后杯〉

国民体育大会天皇杯・皇后杯授与規程

天皇杯は、男女総合成績第 1位の都道府県、皇后杯は、女子総合成績第 1位の

都道府県に授与する。

都道府県男女総合成績および女子総合成績の決定は、冬、夏、秋の各季大会を

通 じ、下記の各項の得点を合計 し、その合計点の多いものより順次とする。

ただし、同点の場合はその順位を共有 し、次の順位 を欠位 とする。なお、第 1

位が2都道府県以上にまたがる場合は、天皇杯および皇后杯は当該都道府県で

共有する。

1.各競技の競技得点算出方法に基づ く競技得点
2.各競技の参加得点
3.各競技の種別優勝得点
天候その他により、一部競技が中止になった競技の成績決定は、当譲競技団体

と大会総務委員会が協議 して決める。

天皇杯、皇后杯は、冬季大会の開会式に返還 し、秋季大会の閉会式に授与する。

天皇杯、皇后杯を授与された都道府県は、次の各項により保管ならびにその義

務を有する。

1.天皇杯、皇后杯は、信託会社または確実な金庫に保管される。
2.破損・紛失に対 しては、その都道府県の責任とする。
3. 日本体育協会が、優勝都道府県名を刻人のため、またはその他の必要に

よリー時返還を求めた場合は、これに応 じなければならない。

1.本規定は 昭和50年 1月 1日 から施行する。
2.本 規定は 昭和41年 4月 1日  制  定

昭和45年 1月 22日  一部改訂
昭和48年 7月 10日  一部改訂
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国民体育大会会長 トロフィー授与規程

第 1条

第 2条

2.

第 3条

第 4条

付 則 1.

2.

国民体育大会会長 トロフイー (以下「大会会長 トロフイ

ー」という)は、各正式競技の男女総合成績第 1位の都
道府県に授与する。

総合成績は競技得点、種別優勝得点、ならびに参加得点

の合計点とする。

第 1位が2都道府県以上にまたがる場合は、当該都道府
県で共有する。

大会会長 トロフイーは、各競技会の競技開始式に返還し、

表彰式に授与する。

大会会長 トロフイーを授与された都道府県は、次の各項

により保管ならびにその義務を有する。

責任をもって保管する。

破損・紛失に対しては責任を負 うものとする。

優勝の刻名を次回大会までに行うものとする。

ただし、第 2条第 2項 にかかる場合は、当該都道府県で

協議して決めるものとする。

日本体育協会が必要によリー時返還を求めた場合は、こ

れに応 じなければならない。

本規程は昭和50年 1月 1日 から施行する。

本規程は昭和41年 4月 1ロ  キll  定
昭和48年 7月 10日  一部改訂

バ ドミントン競技成績採点方法
(1)競技得点算出方法

天皇杯種別 競 技 得 点 算 出 方 法

成 年 男 子

成 年 女 子

少 年 男 子

少 年 女 子

成 年 女 子

少 年 女 子

各種別 (部)の 1位 に12点, 2位 9点, 3位 8点, 4位 7点 ,5
位 ～8位各 45点を与えその得点合計 (成年男子については,一般,
教員の部の得点合計によって 1位 に12点 , 2位 9点 , 3位 8点 ,

以下 8位 3点 とする)で競技得点算出順位を決定する。ただし,

同点の場合はその順位を共有 し,次の順位を欠位とする。
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(2)男 女総合 (天皇杯),女子総合 (皇后杯)成績決定方法
男女総合,女子総合成績は,それぞれ下記ア,イ , ウの得点を合計したものとする。
ア 競技得点
(1)の得点合計の 1位の都道府県に12点, 2位 9点, 3位 8点 , 4位 7点 , 5位 6点 , 6位 5
点, 7位 4点 , 8位 3点の競技得点を与える。ただし同点の場合は当該都道府県でその順位を
共有し,次の順位を欠位とする。得点は,次順位の得点を加え当該都道府県で等分する。
イ 種別優勝得点
各種別の第 1位の都道府県に種別優勝得点 1.5点を与える。なお,第 1位が 2都道府県以上の
場合は 1.5点を当該都道府県数で割 った得点とする。

ウ 参加得点
大会 (地区予選も含む)に参加した都道府県に参加得点 1点を与える。



国民大育大会バドミントン競技
技 会 役 員 (順不同・鄭鵬 )

ロ第 33
●」2
兄兄

洪

敏

敏

光

弘

兼

野
　
田
　
田

小

本

広

長

長

長

会
　
　
　
会

誉名

会

副 寿

治

正

光

下松

浜

雄

二

政

篤

口

草

小

秋

顧    問

徳兵衛

洋 一

高 夫

源二郎

俊二郎

祐二郎

忠左衛門

十 郎
二三雄

喜 ―

徳二郎

昭 一

康

郎

清

雄

健

夫

夫

四藤

　

　

辰

　

　

秀

尚

友

井

沢

山

沢

本

　

川

　

部

本

西

野

藤

尾

沢

島

森

磨

柳

自

唐

山

小

市

原

矢

栗

寺

天

内

横

相

ａ

ヽ

七

郎

吉

三

彦

明

二

雄

郎

明

司

可

市

子

三

甲

宇

藤

純

清

　

武

鎮

四

　

　

長

義

田

崎

橋

崎

水

下

西

井

川

藤

島

量

山

増

地

松

岩

穴

宮

安

今

中

安

四

脇

丸

蔵

勉

治

利

市

可

広

美

平

己

男

代

　

　

　

　

津

喜

　

宣

博

源

志

利

房

　

保

晴

矩雄

順

勝

規

　

英

喬

義

邦

義

盛

葉

島

　

津

田

水

藤

末

尾

　

本

田

福

タ

松

中

森

阿

須

清

後

永

中

林

山

藤

稲

治

伝

一

一

郎

郎

夫

四

勝

　

俊

正

六

伝

貞

田

村

渡

平

藤

本

野

柴

中

石

下

清

鈴

日

淳

一

一

郎

彦

光

輝

男

一

三

右

史

薫

光

男

七

郎

宏

男

夫

雄

１

ヽ

芳

喜

一

庸

祥

　

景

芳

源

三

淳

利

泰

寿

川

田

谷

田

田

成

原

九

沢

沢

宮

口

村

村

吉

織

神

藤

石

俊

梶

米

古

伊

小

小

花

花

郎

一

仁

明

郎

雄

治

永

雄

太

　

　

　

一

喜

恒

昭

　

　

啓

多

永

　

善

林

原

瀬

水

崎

松

　

賀

沢

ケ

古

中

村

清

矢

小

島

有

滝

市

武

寿

昇端

重

本

野

津

羽

松

沢

戸

野

島

波

中

田

川

岩

青

小

赤

赤

小

松

神

中

宮

岩

田

長

三

任

雄

男

利

郎

一

治

雄

衛

好

治

文

夫

喜

　

太

　

　

　

兵

賢

正

武

多

治

千

十

久

虎

利

政

周

敏

武

田

原

條

平

尾

塚

本

窪

口

口

科

山

井

松

角

塩

上

下

西

手

二

米

小

小

保

丸

今

小

光

之

一

雄

夫

隆

郎

仁

宏

詮

卓

一

清

八

正

井

沢

谷

塚

沢

林

平

田

今

富

熊

手

三

小

奥

山

参   与

喜

郎

治

多

卓

清

本

原

谷

塚

笠

熊

雄

明

英

敏

英

武

田
　
田
　
江

細

作

吉

-8-



隆

武

一

夫

文

彦

雄

俊

孝

宗

紀

隆

一

雅

村

瀬

原

田

上

部

島

田

北

百

永

古

村

声

矢

飯

一

蔵

実

門

治

忠

久

　

密

忠

松

野

田

條

尻

小

小

西

上

島

郎

房

基

文

男

彰

美

哉

三六

美

輝

武

朔

　

淳

欽

江

　

日

藤

溝

條

池

村

吉

蒲

春

伊

三

上

小

中

文

一

房

明

浩

美

暁

雄

明

志

雄

司

忍

雄

正

栄

隆

　

　

淳

　

安

嘉

清

幸

善

　

利

尻

飼

垣

村

　

倍

沢

藤

村

利

山

本

子

島

川

小

板

組

泰

安

神

内

野

毛

村

船

金

間

宗

市

郎

策

彦

甫

男

升

夫

郎

裟

芳

喜

建

藤

真

　

盛

　

吉

信

上

松

村

條

牧

村

沢

沢

柳

助

岩

小

北

上

西

野

南

滝

青

足

長 岡 剛 夫

川 上 睦 水

御子柴 栄 一

見

次

男

男

男

文

男

弘

雄

悟

武

道

久

郎

一

郎

雄

二

次

夫

彦

吉

博

司

建

雄

治

朗

章

平

雄

美

明

美

男

久

次

　

五

茂

要

弘

亀

博

秀

恭

修

政

　

　

昌

忠

万

清

小

義

修

徳

三

武

音

義

健

　

道

広

芳

　

創

秀

秀

敏

敏

健

光

崎

沢

砂

木

條

川

僑

山

口

沢

岡

窓

上

木

場

田

根

引

須

藤

岡

浦

須

瀬

木

沢

松

江

江

野

村

松

　

沢

島

口

当

山

中

高

自

上

塩

高

丸

小

州

浅

池

井

並

相

内

関

布

三

加

花

長

郡

百

自

北

小

吉

吉

茅

田

小

林

関

矢

樋

参 与

委 員 長

副 委 員 長

委   員 二

記

男

司

晃

貴

明

一

士

柄

夫

二

夫

一

彦

夫

喜

吉

美

文

夫

衛

雄

郎

至

一

昭

基

稔

武

　

清

広

俊

正

　

幹

栄

孝

定

宗

典

改

善

俊

弘

敏

忠

速

離

木

藤

井

永

豆

根

山

坂

原

條

坂

田

木

野

松

村

上

野

條

原

上

下

沢

野

藤

青

伊

遠

宮

伊

板

中

保

上

上

永

和

鈴

小

小

中

荻

小

上

塩

川

岩

中

草

安

人

治

一

徳

武

雄

雄

藉

夫

寿

晴

上

治

夫

昭

男

夫

男

平

二

茂

愛

吉

門

彦

男

重

正

鉱

光

　

正

義

寿

牧

　

英

剛

良

邦

正

咲

昭

久

佳

孝

　

親

才

多

孝

憲

堀

倉

藤

見

田

山

　

島

岡

田

沢

沢

林

橋

口

条

山

原

山

畑

池

江

居

山

田

本

赤

高

伊

里

福

穐

北

中

花

和

桑

三

平

高

小

上

烏

石

丸

古

大

吉

武

種

池

高

夫

保

正沢

中

竹

田

-9-



競 技 役 員
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中

水

田

清

瀬

所

本

一
ヨ

　

●
―

　

「ヽ

７

●
　

ロ
カ

　

”

●

子

美

弓

芳

原

野

塩

小

塩 原 弘 子

梢

代道

野

山

東

中田 中 小百合

二
　
文

子美

憲

隆

久

原

條

田

中

上
　
飯

博

博

上

司

靖

夫

修

子

正

剛

章

　

幹

　

妙

山

上

沢

羽

條

坂

島

村

杉

川

三

赤

上

永

中

荻

好

次

一

佳

子

忍

尋

美

善

喜

知

礼

　

千

田

村

村

原

川

原

江

山

西

下

塩

枝

塚

吉

員

任

員

員

助

主

委

助

補

示

示

補

点

点

雄

二

和

秀

井

沼

武

飯

子

次

努

覚

利

徹

良
　
　
　
　
勝

林

水

田

下

沢

平

清

山

宮

広

補 助 員

シャ トル 主 任

シ ャ トル委 員

任

員

員

任

員

員

主

委

助

主

委

助

行

行

補

録

録

補

進

進

　
　
記

記 千 秋

敦 子
さとみ

伯者原

田 中 真 弓

恵

人

春

経

田

中

飯

田

ぶ

子

彦

責

美

子

き

子

美

の

代

　

　

　

美

ゆ

し

美

義

正

晴

恵

み

澄

真

森

科

政

沢

和

内

村

羽

井

藤

保

杉

中

麻

横

本

牧

今

子

里

隆

二

広

明

美

子

代

加

静

由

　

勇

乗

千

和

浩

光

瀬

林

原

本

野

藤

池

橋

田

百

小

宮

宮

海

佐

谷

大

太

苗

子

子

志

樹

顕

子

子

子

江

早

敬

京

久

芳

　

雅

道

京

美

井

沢

野

本

山

窪

藤

原

井

碓

柳

中

池

丸

米

後

吉

酒

草 深 岳 人

西 川| みや子

小 沢 つや子

中 島 経 子

任

員

員

任

員

任

主

委

助

主

委

主

示

示

補

道

道

送

掲

掲

　

報

報

放

治

治
　
一

俊

長

玄

原

條

沢

塩

上

清

二
　
弘

栄
　
正

田
　
田

和

飯

文

子美

正

恵

橋

沢

高

中

員

員

任

委

助

主

送

補

集

放
　

　

招

員

員

委

助

集

補

招

降 旗 成 美  滝 沢 厚 子
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塩尻市実行委員会実施本部役員係員名簿

大 和 清 志

夫

介

子

深

玲

治

宣

治

男

郎

夫

幸

和

智

　

　

　

　

　

　

一

道

栄

美

　

　

範

哲

健

次

健

英

勝

昌

窪

川

牧

沢

前

居

山

瀬

原

窪

山

原

口

西

内

古

三

備

武

横

百

竹

米

横

南

野

衛

　

和

郎

司

深

雄

明

雄

男

昭

保

由

樹

春

夫

志

兵

　

　

太

利

　

政

慎

賢

　

亀

利

静

建

重

　

幹

俊

正

晴

尚

口

　

瀬

上

島

沢

柴

野

山

科

村

戸

松

　

本

池

村

ノ

　

　

　

子

小

　

一
川

小

寺

御

中

丸

保

三

神

小

浜

二

小

三

範

子

一

子

子

平

市

子

文

雄

文

真

治

美

昭

賀

代

正

博

明

千

千

佐

佐

洋

昭

正

俊

　

正

茂

公

井

出

村

藤

口

条

幅

松

田

倉

瀬

藤

間

林

林

洪

夫

郎

治

昭

朗

彦

市

郎

裟

光

高

卓

清

正

芳

真

喜

建

野

沢

原

谷

口

江

牧

松

村

小

柳

笠

熊

小

吉

西

小

北

長

長

長

長

係

係

係

係

係

部

部

　

伴

　

伝

部

　

本

務

接

計

宣

泊

本

括
　
　
別
　
　
告

会

本

副

総

総

特

会

広

宿

ハ

ヽ

信

夫

夫

雄

司

光

男

美

二

津

正

輝

三

政

清

良

正

利

健

粟津原

窪

松

村

井

米

小

三

今

川

穴

野

浜

市

小

佐

久

雄

好

一

雄

俊

敏

政

定

道

田

田

科

野

沢

江

真

細

保

小

北

吉

係

長

長

係

係

係

昌
”
　

―

１

場

当

会技

会

弁

競

副

子

子

子

そい

和

友

代

子

正

目

彦

一
一
章

宗

英

松

橋

江

小

高

吉

郎

郎

　

　

一

一　

二

晃

秀
　
　
伸

水

井
　
　
条

清

金
　
　
上

西  村

黒河内

大野田

征矢野

丸 山

今

平

三

斉

樋

上

小

小

山

新

一

孝

雄

一

子

江

英

明

子

紀

夫

治

博

司

男

治

智

美

俊

高

正

岸

正

俊

利

洋

弘

美

喜

　

研

盛

健

中

原

沢

科

戸

木

野

上

江

原

沢

原

村

沢

井

田

永

北

保

神

青

中

川

吉

塩

中

塩

中

南

酒

総  務
受 付 案 内

接  待

救  護  係
記 録 速 報 係

式 典 表 彰 係

矩 火 リレー係

施 設 管 理 係

会 場 整 理 係

会 場 美 化 係  小 松 広 治

平

夫

創

典

野

村

茅

中

後

平

4ヽ

ガヽ

古 畑 孝 二

志津子

京 子

山

子

南

金

美

夫

馨

悟

房

昭

島

山

内

上

駅前案 内所 長

総  務  係
受 付 案 内 係

接  待  係

丸 山   保
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輸  送  係
輸送警備本部長

総  務  係
輸  送  係

練 習 会 場 長

総  務  係
第 1練習会場係

第 2練習会場係

第 3練習会場係

第 4練習会場係

第 5練習会場係

第 6練習会場係

本 部 長 付

プラカー ド

プラスバンド

車 場 係  中 原 輝 明

備 係 上 條 俊 美

学

治

吉

平

周

善

佳

野

山

野

山

中

丸

小

丸

駐

　

　

警

規

昭

幸

昇

仁

治

志

茂

広

友

英

義

　

泰

孝

正

　

一

中

田

瀬

居

井

居

中

保

島

久

田

山

百

武

永

武

田

米

飯

清

嗣

一

身

子美

俊

進

修

久

田

本

尾

木

島

津

自

長

青

中

治

雄

広

昭

子

輝

貞

喜

重

静

豊

功

一

郎

也

男

努

美

栄

成

直

章

次

英

裕

俊

源

　

保

　

英

義

義

戸

合

沢

手

林

田

沢

谷

野

水

沢

松

神

落

横

川

平

松

小

水

中

清

中

小

田 中 淳 司  赤 羽  修

功

昇

有島

森

中

藤

次

信

禎

吉

野

須

吉

赤

男

泉

房崎

沢

松

中

充

人

郎

永

政

志

林

井

口

平

熊

」ヽ

治

建

博

策

男

喜

雄

男

人

●
ヽ

永

　

昌

藤

久

政

研

咲

重

木

瀬

條

原

上

回

條

堀

島

自

百

上

石

荻

撻

上

赤

有 賀   水
高 本 勝 雄

宮 田 修 次

塩尻中学校

丘 中 学校

助

青 柳 礼
今 井 政
塩 原
西部中学校

高 橋
小 野
米久保

小 松
小 松

貝

一  小 日
男  手 塚
勝  塩 原
両小野中学校

補

式 典
指 導 係 重

男

夫

浩

虎

盛

田

沢

口

彦

翼

美

邦
　
　
良

」ヒ

」ヽ

協 力 団 体 等 塩尻警察署  塩尻高等学校  市内小,中学校  塩尻消防団
塩尻交通安全協会  塩尻市体育協会  塩尻青年会議所
塩尻老人クラブ連合会  塩尻市連合婦人会  塩尻市農業士会
ママさんバ ドミントンクラブ  塩尻市盆栽クラブ  塩 菊 会
塩尻市スポーッ少年団  塩尻市スポーツマッサージ師会
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○ 開 始 式

式  典
10月 16日 (月 )

次   第

塩 尻 市立体 青館

準  序 式 辮 時   刻 要 考

役員、選手団集合開始 8:00

開 式 予 告 8:15 放 送

開 式 通 告 8:20 放 送 ファンファーレ、吹癸

選 手 団 入 場 8:21 競 技 会会長 登 壇 行 進 出、演奏

競 技 会 開 始 宣 言 8:35 競 技 会 委 員 長

「 君 が 代 」 斉 唱 8:36 全 員 注 目 君 が 代、演奏

ト ロ フ ィ ー 返 還 8:38 競 技 会 会 長 得 賞 歌、演奏

競 技会 会長 あい きつ 8:40 競 技 会 会 長

歓 迎 の こ と ば 8:43 塩尻市長・長野県パド
ミントイ秘会会長

A 彰 8:50 競 技 会 会 長

開 式 通 告 9:02 放 送 ファンファーレ吹奏

10 選 手 団 退 場 9:03 放 送 行 進 曲、演奏

競 技 開 始  9:30
O表 彰 式  10月 19日 (木 )
順  序 次 第 時   刻 要 領 考

役 員 、 選 手 団 盤 列 13:30

開 式 予 告 13:55 放

開 式 通 告 14:00 放 送 ファンファーレ吹奏

選 手 団 入 場 14:01 競 技会 会長 登喧 行 進 曲、演奏

成 績 発 表 14:11 競 技 委 員 長

k 14:13 競 技 会 会 長 得 賞 歌、演奏

競技 会 会長 あい きつ 14:28 競 技 会 会 長

frE o. L r{ 14:31 塩 尻 市 長

「 君 が 代 」 斉 唱 14:35 全 員 注 目 君 が 代、演葵

競 技 会 終 了 宣 言 14:36 競 技 会 委 員 長

閉 式 通 告 14:37 放 送 77a/77-Vt\*

10 選 手 団 退 場 14:38

バ ドミントン諸会議日程表

メ

ヽ

会 議 名 月   日 時  間 場 話

審 辛」 会 議 10月 15日 15:00 塩 尻 市 民 会 館 (02635)2-0301

監 督 会 議 10月 15日 17:00

全国理事長会議 10月 15日 18:30 ホ テ ル 中 村 星 (02635)2-1300
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程日技競ンヽ
―

ンヽヽヽ
ドヾ′

競技 順序および時間 (タ イムテープル )

コ ー

月
|| 1寺 間

第

1

日

10

月
16

日

月

8:20 開 始 式

9:30 M  l M  2 M  3 1ヽ1  4 �1  5 M  6

11:00 M  7 4ヽ  8 1ヽ  9 M 10 M ll M 12

12:30 M 14 M 15 L   l L   2 L   4

14:00 L   5 L   6 L   7 L   8 L  9 B   l

15:30 B  2 G    l G  2 T  l T  2 M 16

17:00 M 17 M 18 1ヽ 19 �1 20 L   3 L 10

第
2
日

10

月
17

日

火

9:00 M 21 1ヽ 23 �1 24 M 25 M 26

10:30 M 27 4ヽ28 M 29 M 30 M 31 B  3

12:00 B   4 B   5 B  6 G  3 G  4 G  5

13:30 G  6 T  3 T  4 T  5 T  6 L ll

15:00 L 12 L 13 L 14 1ヽ 32 M 33 �1 34

16:30 4ヽ 35 1ヽ 36 M 37 4ヽ 38 4ヽ 39

第 10・
月
AB~ 
日

日 因

9:30 B   7 B  8 M 41 1ヽ 42 M 43

11:30 T  7 T  8 G  7 C  8 L 15 L 16

13:30 M 44 M 45

第
肯

4 19‐
 日
日 0●

9:30 1ヽ 46 L 17 T  9 B  9 G  9

11:30 M 47 T 10 B 10 G 10

14:00 衣 彰 式

は決勝戦

M:成 年男子 (一般) T:成 年男子 (教員) L:成 年女子  B:少 年男子 G:少 年女子

競 技 前 の 注 意

1 オーダー用紙は試合開始30分前にオーダー受付所に提出してください。
2 選手は試合開始20分前に所定の選手集合場所に集合し、当試合の主審の指示に従ってくだ
さい。

3 ベンチヘ入場行進の後、当試合の組合わせによる若番のチームから最初に 5分間ずつの練
習時間が与えられます。
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16日

バ ドミン トン競技組合せ表

成 年 男 子 (M)
(一般の部 )

(4)

［
ロ 18日 19日 日 16日

埼 玉

大 分

青 森

長 野

滋 賀

岡 山

沖 縄

徳 島

岐 阜

京 都

千 葉

石 川

高 知

福 岡

山 形

栃 木

愛 知

秋 田

山 梨

大 阪

宮 崎

鳥 取

北海道

②

“

,

′
9:00

24神奈川

25鹿児島

26二 重

″兵 庫

28島 根

"官
城

詢愛 援

31茨 城

32山  ロ

38長 崎

“

和歌山

“

富 山

お 新 潟

37奈 良

“

岩 手

39佐 賀

′

15:30

(1)

17:00

⑩ (3)

0

2

2
1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

1

17

21

2

2

30

② (2)
9

9鶏
)

③
9:
(6)

30

(1)

15100

15:00
0

0
① (2 2

16:30      ´

0

9:00

③ (2)
11:00

③ (3)
(5) 11:0

2 @ol
Z

0
(5)

0

2

① (0ニ
⑬ ②
17:00

9:30

0 09:80

0
② (6)
2

9:oO~|

17:00

@ ({)
! 
l?: oo④ (4)

9:30 ① (6)

⑭ (2) 勝戦 ⑤ (5)

13:30 ① (1 13:30

11:30

2

①  (1)
9:30
三位決定戦

0

′石

口|-16-環η

16:30

| ② (1
フ

10:30

0
⑩ (6

ズ
∞

鉤

16:30     0

2

① 3)ο
@c)

(5)

、6)

11:00

0
2 0

え 2

2

0
２

　

２
0

2

(4)

ヽ
´

‐‐――」15:00

u (1)

9:00

@ tzt

9:00

16:30

(1)

30
２
　
　

０

０

一
　

〇

2

フ

⑪ (5)
⑭ (2)

12:30

16:ま)  2

③ (5)

０
２
３０

６
ヽ
　

１

群 馬

41広 島

42福 井

43静 岡

44福 島

45熊  本

46櫂辱‐  り||

″ 東 京

9:30

′

2

＾
υ

② (3)

ノ え
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男女総合 (天皇杯得点)成績採点表

バ ドミントン競技
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神奈川 4

12山 梨 4

」ヒ

信

越

新  潟 12

長  野 20

12

石  川 20

福 井
4

東

海

静  岡 8

愛  知 8

重 12

岐  阜 95 141 30 54 30 380
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16

島 根

州

富  山

30



参加チームー覧表 (監督 。選手名 )

番 号 県  名
成 年 男 子

成 年 女 子 少 年 男 子 少 年 女 子
,, 教 貝

1 北海道

平山

遠藤

本村

九原

三城

好男

敏男

正敏

東

奥山

菅原

谷浦

健 治

和也

宏 志

隆

西村  幸衛
高野美 千子

遠藤 静子
吉村 恭子

高橋健次郎

本村  篤
下野  和義
高橋  進

山名 国裕
菅原  千香
桝田 令子
竹川 さよ り

2

3

青  森

小山内信一

須藤   茂
村元  英美
斉藤 和則

横 山

佐 藤

宮 崎

花田

正三

光 伸

雅秀

康夫

藤田  製
松 田 敦子
桜庭久美子

岩谷早希子

岩  手

古舘

鬼柳

村上

伊藤

盛助

孝夫

信夫

雅博

4 宮  城

植野

山並

菊地

渡 辺

策千

正人

正

正喜

5 秋  田

松橋

舟山

遠藤

岩崎

高僑

佐藤

三浦

鎌田

鈴木 祐 司
沢石 美紀
石郷岡真弓

米田 浩子

6 山  形

丸山

秋庭

三浦

佐藤

勝美

一生

一則
重好

坂野 清弥
桜井  雅人
五十嵐正弘

須貝 英徳

7 福  島

須藤

井伊

矢仲

青木

8 茨  城

加藤

村谷

和田

牧野

寛治

信之

講一

勉

9 栃  木

霜山  哲
三村由岐男

柏谷  武
工藤 吉彦

小塙  宏人
沼能 久子
日山 裕子
日向野藤枝

森田  昇
上野加代子

高田 康子
海賀 里美
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裕

敏彦

昭夫

清和

括三

厚子

佳子

悦子

博

恵冶

栄 一

昭弘



番 号 県  名 成 年 女 子 少 年 男 子 少 年 女 子
般 教 員

群  馬

桐生台次郎

井上  英夫
浅野 佳夫
亀 里徳次郎

西巻

今井

栗原

岩崎

育夫

勇 司

恒夫

盛 和

11 埼  玉

五十里光秋

竹俣   明
後藤 武信
小林  静男

12 千  葉

峯元

田所

大場

西村

一匡

光男

和博

龍夫

13 東  京

栗田

関

今 井

池田

光憲

一 誠

茂満

隆治

小林 健二
稲垣 和美
渡辺多喜子

高田 玲子

14 神奈 川

鈴木

宮川

笠井

中山

勝之

秀樹

教行

謙吾

斉藤

細 谷

加 藤

豊長

栄

昇

博

義治

15 山  梨

米山

秋山

平 田

室田

勇

真男

芳夫

渉

16 新  潟

阿部

捧

九山

鈴木

学

勇

法男

裕

本 田  務
長谷川信江

海老恵美子

斉藤 桂子

佐 藤

月岡

中沢

斉 藤

秀夫

広美

一枝

優子

長  野

船木

小松

下島

小林

善司

茂樹

修

敏一

小泉

百瀬

矢野

石川

員 司

健 司

貴直

澄夫

杉本 良洋
片桐 さとみ

有賀美恵子

山崎美代子

平林

川島

奥原

島田

良治

稚幸

祐二

直樹

岩上 芳宗
広田由美子

山田三奈子

小池わかば

18 富  山

河 村

今 泉

牧野

米沢

博 之

勉

光 男

和男

中島 寿繕
長谷‖1 進
和田  修
舛田 吉光

桶沢 寛二
遠藤 治美
佐野美代子

橋本 宏美

二 上

末坂

松 浦

高崎

敏博

進

一浩

裕一

19 石  川

村西

堂谷内

相川

米

均

進

正隆
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成 年 男 子

10

17



番 号 県  名
成 年 男 子

成 年 女 子 少 年 男 子 少 年 女 子
舟1 教 員

20 福  井

山本

寺崎

近藤

嶋田

敏彦

由雄

孝晴

伸行

21 静  岡

滝

西島

井出

後藤

正 孝

知 彦

裕雄

和之

宮城  満子
自松千加子

松村 容子
小幡 陽子

22 愛  知

松 島

谷 口

山本

梶川

保

寛

秀樹

博之

堀

根 木

山西

水 谷

幸矩

栄 子

百恵

昌代

23 'fi

伊豆

増井

伊藤

下田

晃

孝 夫

正 己

勲

服部

南

西城

平田

久生

善雄

博

欽也

大 世古吉弘

奥野  浩
小林 久吉
安福   正

24 岐  阜

和田

河 田

後藤

伊 藤

直美

満

路広

雅 弘

三浦

名和

多賀

渡 辺

旭

和子

洋子

郁恵

25 滋  賀

藤原

小梶

横 山

矢部

健二

隆司

昌弘

忠司

藤上

保科

横田

川嶋

良信

正浩

悟司

栄司

26 京  都

高木

前田

三矢

宮崎

金次

憲宏

博 司

克己

27 大  阪

嵯峨 健一
和田 泰寛
山下順次郎

宮本 宏和

大河内宏冶

杉田 忠邦
仲尾 信一
伊勢田善昭

竹原   茂
谷 美津代
秋本  幸子
東海林文子

片岡 輝明
合‖1 裕子
原 口 恵子
北田 スミ子

28 兵  庫

栗

塩 飽

平松

片岡

守

初

重吉

正之

土井

広瀬

四宮

中 山

弥 一

純 子

郷子

豊子

29 奈  良

森

植田

水川

杉本

晃一

寛

九洋

重幸
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番 号 県  名
成 年 男 子

成 年 女 子 少 年 男 子 少 年 女 子
般 教 員

30 和歌 山

林

穂谷

山本

米山

保 雄

真 弘

茂 樹

正和

31 鳥  取

中林

高真

出石

栗原

正樹

広

勉

隆政

米田

小林

崎 津

亀谷

哲 己

恵子

秀代

典子

32

岩田  一
多久和次郎

沢 田 正夫
山蔭  栄

33 岡  山

虻江

藤原

芳上

藤原

優

航
一男

道弘

尭敏

勝

次郎

和文

岡本  武利
石田 雅子
林  寿美子
林  正子

小河原 東仙

藤原  一志
難波  義雄
前 田 雅美

毛利 清志
串田 有子
皿井由美子

斉藤  薫

34 広  島

岩越

矢野

岡野

中村

章

信夫

正志

忠 一

35

永富

林

辻中

森本

正史

厚 志

公人

隆 則

36 香  り‖

大森

日 下

新田

金崎

博一

昇

義文

孝二

森田

藤原

喜岡

竹林

桂 示

和文

恒雄

良 明

東条 フミ子

平井佐代子

山田 高子
牛田真由美

地下

岡野

小西

松本

義文

佳浩

太

誠司

37 徳  島

富 田

勢喜

森

戎野

善明

雅章

茂行

裕二

38 愛  媛

浜 中

永井

竹内

名智

誠

龍夫

洋雅

満

39 高  知

山本

吉松

松井

横倉

能也

幸夫

智冶

益弘

田代

川添

田 中

長井

豊

雅代

由美

美枝

F]丹薔;

田村

寺田

高鴨

道夫

圭香

史枝

芳香

島  根

柳本

三宅

岡本

小田

山  口
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番 号 県  名
成 年 男 子

成 年 女 子 少 年 男 子 少 年 男 子
般 教    員

40 福  岡

本 下

西本

江口

本 石

一郎

孝

俊彦

幸 一

渕 上 英紀
桶本百合子

丸山 富江
山口 峰子

41 佐  賀

木原

久本

久保

井上

逸夫

浩二

信行

若司

42 長  崎

柿本

中野

大 束

江 ロ

修宜

和雄

歳文

博

43 熊  本

山本伍一郎

工士 恭司
田中 恒典
木村喜美 生

本郷

工藤

稲津

田 中

節生

勇参

悟

芳文

木村  弘典
後藤 早苗
後藤 妙子
大村多喜子

西田淳二郎

本石 俊憲
権藤 浩二
井上  哲章

西田

高峯

川添

高 峯

寿明

彰子

安代

和子

44 大  分

田中

春武

宮原

末広

大也

俊一

秀 三

勇

45 宮  崎

野 中

広田

徳 永

大 重

ヲ争良Б

彰

英敏

裕美

46 鹿 児島

滋

俊哉

博美

隆男

47 沖  縄

仲村

大山

宮城

宇座

寛市

基

道 雄

徳和

大 会 の 注 意

1、 各競技、練習会場とも、運動ぐつは競技用と屋外用をはつきり区別すること。

2、 競技区域内には、競技者および役員以外は立ち入らないこと。

3、 会場内は禁煙。喫煙は指定の場所ですること。

4、 貴重品、その他の持物については、各自の責任において管理すること。
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藤本

前薗

厚石

奥山



過 去 の 栄 冠

◎第 4回 昭和24年  東京 YMCA(個 人戦オープン )

川員イ,

`立

位 f立

一般男子

単
東 京 広 田 敏 秀 北海道  佐 藤   保 東 京 藤 井 光 男

-12男 子
複

十 _f広 田 敏 秀ネ ホ 藤` 井 光 男
神奈サ||
f岡   淳 一
t相 場 万 吉

北海道
r佐 藤

t村 上 三
イ果

良5

一般女 子

単
神奈 lll 吉 田 とよ子 愛 知 吉 沢 千 里 神奈川 遠 藤 文 子

一般女子

複

r■
=神奈川
1量
田  とよ子
藤  文 子 神 奈 ' {

′
]ヽ

中

林  歌 子
村  た き

二 ^可 吉 沢 千 里黎 却
1後 藤 範 子

◎第 5回 昭和25年 愛知県 栄小学校 ,自鴎小学校,東桜小学校 (総合優勝神奈川県)

順 位
位 イ立 位

一般 男 子

r広  田 敏1秀
古 青 j藤 井 光 男不 パ
1小 宮 淳 宏
t山  田 康  久

神奈
"|

f岡   淳 一
1相 馬 万 吉
1大 谷 直 次
t松 本 武 道

北海道

r佐 藤   保
1村 上 二 郎
1葛 西 英 俊
t若 林  守

一般女子

r吉
|:書神奈
'III曇

田

藤

林

川

愛

r水  谷
_1堀 江

"」 1保  田
t伊与田

鈴  子
綾 子
久 子
照 子

北 海道

r伊 藤 絹 代
1安 藤   栄
1佐 賀 信 子
t片 岡 京 子

高校 男 F 1ヒ海道

r石  田   裕
1神 山 周 ニ

1大 塗 健 一
t島 中 卓 夫

r石 川l 光 男
二 麟 1渡 辺 成 雄
な 知
l大 竹 健 司
t野 口   勇

神 奈 川

「岡   道 明
1村 松 弘 喬
1江 井  実
t藤 井 昴 一

◎第 6回  昭和26年 広島県 広大東雲分校,同付附属小学校  (総合優勝 愛知県 )

位

一般 男子 東

f広
京 〈岡

t山

田 敏  秀
道  明

田 凛: 久

r玉 越 忠 治
岐 阜 {大 竹 億 司
t大 野 和 彦

f藤 井 光 男
愛 知 {渡 辺 成 雄
t蟹   和 男

一般 女 子 愛

r堀 江 綾 子
知 〈保 田 久 子
t伊与田 照 子

石

f登

"|〈

貝 原
t高  田

悦  子
まさえ

八重子

r伊 藤 絹 代
北海道 {片  岡 京 子
t栗 原 澄 子

高校男子
r服 部 安 治

愛 知 {野 口  勇
t之 松 健 一

石 1‖∫東  ~.‖

1西
  
上 古

t諸 江晃墨
f後
阜 〈オ木

t田

藤  裕八郎
金太郎

中 IE 則"支
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種 別

種 別

とよ子

文 子
歌 子
とみ子

種 別 '損

イ立
f′位



◎第 7回 昭和27年 宮城 県 東北大学体育館  (総合優勝 神奈 川県 )

'1頂

f立 位 位

一般 :BF 神奈
'

石 ,

東

敏

道

昂

秀

f広  田
.1岡
:1藤

井
t吉  原

r貝  原
1登
1高 田
t米 倉

f望  月

京1劣 署
t鈴 木

秀

明

雄

さ

重

ま

悦
八

衣

え

F
子

絵

雄
彦
潔
治

文

隆

裕

イ,,`
良|`

`石
 田

北海道1磐
1出

t野 坂

東京1室之
t小野

中
谷
瀬
寺

周

英

知

成

ふ

ネ

,■子

子

子

子

r江  井    実
_´ 1小 宮 章 敏
ネ 示 1山 崎   茂
t佐 藤 芳 朗

一般 女 F

ri堀  江
凛 1保 田
知 1伊与田
t水 野

綾  子
久 子
照 子
美根子

愛

高校 男子

り11 良 子
野 美代子
田 光 子
島   緑

男
言〕

明

則

新  倉 和
関 根  英
内 藤 弾
伏  島 光

f諸 江 秀 一
1井 上 晴 夫
l山 本 圭 三
t上 田  稔

佐 藤
五 十嵐
斎 藤
佐  藤

照 子
弘 子
久美子
明

′4-

[書神奈りlll素

石  'II

f

|

山 形

l

高校女子 兵  庫

広 瀬
西 尾
小笠原
関|

廷  子
貞 子
美津子
一  子

◎第 8回 昭和28年 香川県 善通寺体育館 (総合優勝 神奈川県 )

川貢イ立
種 別 位 位 位

一般 男子

`

神奈川

|

田 敏 秀
治   豊
崎 順 久
田   1■

広

佐

"|オ多

光 男
秀 一
十一郎
誠

井

川

川

原

r藤
1寺

東 京{猥

1票

「大 竹 健 司

崚 皇 1松 岡 竜
三

―` ‐
1丹 羽 哲 昭
t林   金太郎

一般 女子

′

神奈川

l

遠 藤
′」ヽ オ木
荒  川
′」ヽ 里予

文  子
歌  子
とみ 子

智  子・

弘 子
貴江子
悦 子
重 子

f岡  元

北海道1需 嘉
t.荒 井

原  まさえ
悦  子

谷 須麿子
駒  ヤス子

石
`員,II罐

t町

高校 男子

r片 石 兼 敏
↓_1加 藤 方 則
」し碑導 1長 谷川 竜 男
t井 桁 啓 充

イf

f江 尻 桂 男

… 1辻   直 而川 l半 田外 幸  男
t岡 崎 健 一

神奈川

r越  サ|1  啓
1花 間 牧 夫
]析 井 利 彦
t内 藤 弘 明

高校女子

r西 堀

城槍 妻
t松 本

富美 子
京 子
範  子
幸 子

宮

r大 西 誉 子

川 1秋 山 武 子

t真 鍋 久 子
=

良 子
光  子
美代子

澄 子

r大| '||
1藤 田

神奈川{竜 野
t波 多野

◎第 9回  昭和29年 北海道 札幌市 (総合優勝 愛知県 )

位 位 位

一般 男子 山支

f玉 越 忠 治
卓 {大 竹 健 司
t松 岡 竜 三

r野 口   勇
愛 知 〈服 部 与 治
t稲 熊 貞 夫

富

f清 水
山 〈釣 谷
t荒 木

正

友 一
亥久男

一般 女 子 富 `西

‐ 」嘱
城 {佐 藤
t谷 津

富美 子
IL i
京  子

悦  子
まさえ
信

r澄

'||{貝
 原
t渋  谷

石 愛

r保 田 久 子
知 {伊与田 照 子
t堀 江 綾 子

高校 男 子
r豊  場    健

愛 知 {御 反 広 正
t伊 藤 雅 昭

f西 村 嘉 信
石 川 {江 尻 桂 三
t島 谷   昇

愛

r富 沢
知 {伊豆内
t渡 辺

健 一
宏
潔

高校女子
r武 田 信 子

福 島 {伊 藤 桂 子
t尾 形 享 子

r大 森 嘉 美
岡 山〈友 野 文 子
t三 宅 基 子

愛

r大 沢
知 {大 室
t大 竹

範  子
久美子
泰 子
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種 別
位

r

神奈川

|

|

|

論 、ヽ噌



◎第 10回  昭和30年 神奈川県体育館 .鶴見高女体育館  (総合優勝 神奈川県 )
工立

種 別
位 イ立 位

一般 男子

秀

博

明

敏

　

道

田

田

広

杉

岡

奈神

司

三

弘

健

竜

竹

岡

井

大

松

酒

阜岐
一
男

満

久

友

女

谷

木

木

釣

荒

高

山富

一般女子 福  島
子

子

信

桂

田

藤

武

伊

子

子

子

みと

歌

良

ローー

キ
↑

―̈―

荒

小

大

奈神 」し海道

仁

子

子

久貴

悦

重

津

部

山

梅

阿

下

高校男子

栄

勝

順

井

島

岡野

永

北

小

一示東
一　
英

一

匡

功

彦喜外

方

　

谷

北

関

米

紀

房

至

仁

隆

田

垣

角

生

板

羽

形山

高校女子

子

子

子

文

節

基

野

田

宅

友

権

三

山岡

子

節

子

功

　

静

木

津

丼

々佐

三

管

城

子

代

子

豊

祇

怜

田

田

村

永

凛

藤

香

種 別 位 位

一般 男 ′

博

明

久

芳

昌

田

藤

藤

杉

佐

佐

神奈川

弘

男

平

益

節

使

田

木

村

上

増

武

大  阪
志

一
道

清

俊

利

利

田

原

毛

前

石

山1司

一般女子

子

江

子

美貴

静

範

堀

寺

藤

野

西

小

佐

宮  城
子

子

子

文

節

政

野

日

本

友

権

光

岡1 山
子

子

子

貞

洋

奎

尾

藤

森

西

加

金

庫兵

高校男舌
雄

智

之

好

　

裕

宮

村

藤

小

中

斎

神奈川

夫

徳

一

部

正

竜

柳

桐

本

ッ
田

四

小

岩

道海

房

考

志

隆

重

勝

垣

岸

水

板

山

鐘

千

¨

高校女子
工

子

子

ヌキ

桂

衣

井

上

下

横

井

山

喬

子

子

絢

桂

寿

林

田

岸

小

戸

根

山岡 宮

節

子

子志

英

与

浦

倉

浦

三

沼

三

城

◎第 12回  昭和 32年 静岡県 富士市体育館 ,富士高講堂 (総合優勝 神奈川県 )

:債位
種1別 位 位

一般 男子

朗

博

男

芳

　

和

藤

田

倉

佐

杉

新

神奈川

雄

潔

三

文
　
　
俊

月

石

木

望

力

鈴

一示東

夫

隆

爾

良

嘉

修

中

野

山

島

星

神

」ヒ洩

"首

一般 女子

工

子

子

ヌキ

桂

衣

井

上

下

横

井

山

果
日

子

子

子

節

政

桂

日

本

林

権

光

小

岡  山

子

子

子

良

歌

英

大

小

石

奈神

川

林

川

高校女子

高校男子

雄

智

勝

好

　

敏

宮

村

木

小

中

鈴

奈神

夫

男

章

明

和

知

井

田

酒

村

堀

隆

格

豊

英

野

脇

田

平

森

富

根島

島

下

下

田

山

富

番

子

子

子

茂
　
　
ヤ

外

久

ツ

子

子

子

良

弘

禎

橋

村

野

掛

西

佐

岡静

有

長

松

石

子

子

子

喜

美

順

悠

富

田

田

田
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◎第 11回 昭和 31年 兵庫県 神戸 YMCA,生 田中学  (総合優勝 岡山県 )



◎第 13回 昭和33年 富山県 高岡女高体育館,南星中体育館  (総合優勝 東京都 )

'1慣

f立
位

種 別
位 位

一般 男 r
敏

啓

夫

兼

　

牧

石

川

岡

片

越

花

京東

博

朗

久

芳

昌

田

藤

藤

杉

佐

佐
神 奈 川

弘
弘
志

芳
益
清

谷
田
王

高
上
松

阪大

一般 女子
工
子
子

ヌ
　
茂

キ
久
外

井
下
島

横
山
田

氏
［

子
子
子

歌
良
文

林
川
見

小

大

二
神奈 |||

子
子
子

節
政
桂

日
本
林

権
光
小

山岡

高校男 子
弘
意
賢

義
善

森
垣
林

金
板
小

山  形
春
司
肇

幸
武

木
永
戸

鈴
宮
貝

京東
一
日
正

晃
高
安

森
榎
中

良奈

高校女子

子
子
子
み

文

と
和

本
木
本

藤
有
福

乗
ロ

島
島
尾野

高
中
栂

山
子
子
子

洋

玲

桂

子
子
子

久紀
節
光

崎
　
多

山
川
竹

石

◎第 14回  昭和34年 東京都 足立区体育館  (総合優勝 神奈川県 )

順 位
種 別

位 位 位

一般 男子

朗
久

潔

芳
昌

藤
藤

ロ

佐
佐
関

神奈川
治
夫
男

正
治
和

田
井
田

新
酒
村

石

志
博
貢

清
康

王
松
松

松
小
小

阪大

一般 女 子

子
子
子や

良
文

み

川
見
野

大
二
権

神奈 川

横
山
（日

工
子
子

文
　
　
ヤ

キ
久

ツ

井
下
川「

子
子
子

あ
洋
玲

坪
島
島

大
高
中

山

教 員男 子

博

副

治義

日

本

原

杉

山

石
神奈川

雄
夫
郎四

茂
敏
敬

佐
宝
北

阪
藤
来
野

大

郎
司
規

志登
和
直

田

川

田
東

平
市
柳

京

高校男子
一
雄
宏

紘
保
昭

部
江
斐

渡
堀
甲

城宮
彦
光
聡

康
将

瀬
中
木

竜
竹
梅

北海道

彦
三
充

洋
恵
拓

本
崎
坂

山
岡
小

神奈川

高校女子

子
子
子
み

文
と
和

本
木
本

蔵
有
福

千

子
子
子

ン

利

セ
待

沢
村
原

伊
志
石

岡静
子
子
子
智
智

桂
美
美

尾

　

井

野栂

橘

酒

山

◎第 15回  昭和35年 熊本県 菊地市体育館  (総合優勝 富山県 )

り1順位
種 別 位 位 位

一般 男 子
一
英
肇

栄
克

井
島
戸

永
北
貝

京東
朗
治
動

芳
啓

藤
藤
石

佐
遠
砥

神奈川
男
徳
雄

久亥
三
幸

木

沢
野

荒
扇
大

山

一 般女子

子

子

子

洋

玲

桂

島
島
尾野

高
中
栂

富  山
工
子
子

チ
政
満

坂
村
山

脇
木
横

田秋
江
子
子

津

　
ツ

志
利
セ

野
伊
志

岡静

教 員 男 子

匡
夫
寛

晴
方
山
藤
原
北
河
茂

石

博
副
治義

日
本
原

杉
山
石

神奈
"|

三
隆
司

竜
安
裕

越
坂
木

宮
脇
鈴

田秋

高校男子
三
充
彦

恵
拓
敏

崎
坂
川谷

岡
小
長

奈神
彦
男

一

勝
勇
清

藤
沢
橋

佐
出
高

形山
字

淳
祐洋

部
原
藤

阿
笠
伊

潟新

高校女子
子
子
子

智
智
美
美
敦

井
田

橘
酒
平

山富
子
子
子

文
信
久

井横
林
森

香

子
子
子

奉
七
文

橋
沢
崎

高
石
長

田秋

-32-

村

沢
村



◎第 16回 昭和36年 秋田県 象潟町中学校体育館 (総合優勝 秋田県 )

位 位 位

一般 男子
敏

一
男

兼
栄
忠

石
井
野

片
永
星

京東
朗
三
治

芳
恵
啓

藤
崎
藤

佐
岡
遠

神奈川
房
男
任

隆
勇

垣
沢
村

板
出
北

形山

一般女子
子
子
子
智
智

桂
美
美

尾

　

井

野栂
橘

酒
富  山

子
子
子

政
満
奉

村
山
橋

木
横
高

田秋
子
子
子

ヤツ
知
文

富
福
横

杏

川
井
井

教員男子

匡

夫

三

晴

圭

方
山
尻
原
北
河
江

石

博
郎
彦
三敬
捷

田
田
山

杉
岡
秋

奈神
隆
司
喜

安
裕
弘

坂
木
橋

脇
鈴
高

田秋

高校男子
一
司
昭

紘
武
義

竹
沢
野

大
安
星

潟新
光
潔
治

富
　
直

村
浦
村

中
松
松

1ヒ海道

勲

男

博

真
平
秋
早

田
山
川

山  梨

高校女子
子
子
子

藤
原

ロ

笠
佐
小
矢

形山

弘
詔
淳

子
江
子

紀
博
昭

木
野
山

高
天
影

岡静
子
子
子

津
　
モ

美
綾
モ

伊
横
大

田秋
藤
山
門

◎第 17回  昭和37年 岡山県立倉敷青陸高等学校体育館 (総合優勝 東京都,富山県 )
|||`i●

位 位 位

一般 男子

男
豊

雄

忠

　

鎮

野

田
門

星

富

井

一示東
治

勝

三

啓

敏

恵

藤

木

崎

遠

鈴

岡
神奈川

英
雄

一

克
好
陽谷

北
小
長

知愛
島
官
川

一般女子

教員男 r

子
子
子

智
智
美
美
桂

井
尾野

橘
酒
栂

山一●
子
子
子

政
瀾
奉

村
山
橋

木
横
高

田秋

川
山
尻
原
北
河
江

石

博
彦
郎三

捷
敬

杉
秋
岡

奈神
田

山

田

隆

司
光

安

裕

俊

坂

木

崎

脇

鈴

真
田秋

高校男子
務
男
紀

治
善

新  潟
田
川
野

本
荒
阿

征

夫

減

一
孝

一

野

田

西

須
関

京東
昭
勇
明

国
　
義

谷
川
上
谷
奥
長
二

森青

高校女子
子
子
子

妙
光
和

崎
村

橘
室
河

山富
大
大
間

田秋
塚
門
瀬

シ
子
子
ヨ
ト
サ
幸

子
枝
子

淳
百
泰

塚
放
村

高
重
七

山岡

◎第 1駆コ 昭和38年 山口県 下関市体育館  (総合優勝 新潟県 )

順 位 位 位

一般 男子

雄
憲
隆

好
善
整

宮
垣
熊

小
板
稲

知愛
雄
司

一

鎮
武
栄

門
永

井
宮
堺

京東
男
豊

茂

忠

　

春

野

田
崎

星
富

山

根島

一般女子
子
子
子

満
奉
文

山
橋
崎

横
高
長

田秋
子
子
子

茂外
文
久

田
横
森

香

島

井
子
子
子
智
桂
美
光

尾
井
崎

野栂
酒
室

山

教 員男 子

匡

夫

三

晴

桂

方
山
尻
原
北
河
江

石

杉
岡
秋

奈神
田
田
山

博
郎
彦

三
二敬
捷

弘
郎
明
四
吉
敬
輝

古
野
岡

世大
北
片

阪大

高校 男子
夫
男
春

義
光

一

野
田
ロ

星
裏
樋

潟新
餞
安
正

一　
和

村
屋

関
中
古

京東
徳
守
明

智
　
和

島
一
　

田保

福

林

久

道海

高校女子

子
子
子代

和
昭
千

沢
本
出

前
松
小

木栃
子
子
子

和
純
泰

諄
沢
内

後
茂
竹

潟新
子
子
子

幸
裕
泰

森
田
田

高
高
村

北海道
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ふrヽ聖

種 別

子
子
子

知
文
久

本
井

福
横
森

香

匡

夫

三

晴

桂

位
種 別



◎第 19回  昭和 39年 新渇県立三条高等学校体育館  (総合優勝 新潟県 )

サ1慣イ立
種_男」 位 位 位

一般 男子
雄
意
昭

好
警
隆

宮
垣
后

小
板
岩

知愛
一
司

一

栄

武

栄

井

永
永
宮
堺

一示東
治
男
カ

正
和

田
田
田

新
村
沢

石

一般女子

子
子
子

満
寿
文

山
橋
崎

横
高
長

田秋
子
子
子
茂
文
外
久

井
島

横
田
森

香

子
江
子

紀
博
螢

木
野
后

高
天
岩

阜

教員男子
一
司

夫

紘

　

俊

部

井

藤

渡

永

佐

潟新
匡
夫
三

晴
桂

方
山
尻
原
北
河
江

石

博
郎
彦
三敬
捷

神奈川
田
田
山

杉
岡
秋

夫
修

一
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◎第20回 昭和40年 岐阜県 富田学園体育館 (総合優勝 岐車県 )
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◎第 21回  昭和 41年 大分県 日田林工高体育館  (総合優勝 新潟県 )
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O第 22回  昭和 42年 埼玉県 越 ヶ谷市立体育館  (総合優勝 香川県 )
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◎第23回  昭和 43年 福井県 福井県立勝山合同体育館  (総合優勝 岐阜県 )
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◎第24回  昭和44年 長崎県 諌早市体育館,県立諌早高校体育館 (総合優勝 新潟県
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◎第25回  昭和45年 岩手県釜石製鉄所健康保険組合体育館 (総合優勝 岩手県 )
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◎第 26回  昭和 46年 和歌山県湯浅中学校・耐久高校体育館  (総合優勝 新潟県 )
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◎第 27回  昭和 47年 太陽国体 鹿児島県南高校体育館  (総合優勝 東京都 )
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◎第28回  昭和48年 若潮国体 千葉県立茂原高校体育館 (総合優勝 東京都 )
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◎第 29回  昭和 49年 水 と縁の まご ころ国体 (総合優勝東京都)
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パ ドミン トン競 技 に つ い て

パ ドミントンというと,日本古来の追い羽根から
連想 して, "な んだ西洋の羽根つきか,男のやるも
んじゃないよ "と いう人がいるが,い ざ自分でや っ
てみるとその激 しさに例外なく驚かされる。

一流プレーヤーか ら打 ち出されるシャ トルは,初
速で時速 250キ ロを越えることが科学的に測定 され

ており,高 く打 ち上げられたロング .サ ービスは重
直に落下 し, この時は時速ゼロになるわけである。
シャ トルというのは羽根のことで, コルクの台に

14枚から16枚の羽根を植えこんだものである。 シャ

トル(Shuttle)と 0｀ う言葉 |こは行 きi来するという意

味があ り,羽根が選手の間を往復する様子からこの
名前がつけられたもの と思われる。バー ド=鳥 とも
呼ばれ る。

ラケッ トは,かつては本製の ものが使われていた
が,次第に発達・改良が進められ, スチールシャフ
トの使用,そ してオールスチールの製品が多く誕生
してきた。素材のステンレス, チタン,モ リブデン
カーボンなど多様をきわめている。

これに伴いラケット自体の重量 も 14い■50'の
ものが,現在は lК卜120夕 の ものにとって代わっ
てきた。当然プレー自体 もスピー ド感あふれるもの

に変わってきている。

競技その ものは,イ ン ドのプーナ地方で18"年頃
に発生 したといわれ, イギリスで進歩 し,そのイギ

リスにおける地名をとってバ ドミントン競技と呼ば

れるようになった。

国際的な組織は,19“年に国際バ ドミントン連盟

(lnternatimal B狙 � nt∞ Federatim)が ロンドンを

本部に創設 され,現在約∞か国ヵ功口盟 している。
バ ドミントンはごく限 られた地域の国々で行われ

ていると思われがちであるが, ヨーロッパ,ア ジア

を中心にアフリカも含め全世界で行われている。ま

た共産圏諸国 も熱心で,東 ドイッ,ハ ンガリー,チ
ェコスロバキア,ポ ーランド,そ してソ連でも選手
育成に力を注いでお り,国際大会 も開かれている。
選手として各国の協会に登録 されている数は,イ

ンドネシアの11万 を筆頭に,デ ンマーク10万 4千 ,

カナダ 4万 8千. オランダ 4万, ソ連 5万 (推定 )

が多 く,本家イギ リスは,イ ングラン ド約 10万 ,ス
コットランド1万 1千, ウェールズ 4千となってい

る。

わが国は,1946年に日本バ ドミン トン協会が設立

され,1952年に IBFに加盟した。現在は全国都道
府県に支部を持 ち,登録人員約 4万を数え,文部省
の調査によれば,競技人口約75万人, ママさんを含
めた愛好者はじつに400万人,そ して町のクラブも

ンの 手 引

500以上あるといわれている。いまや第一級の国民
的人気 スポーッとなっている。

しかし,1978年 になって,中国を中心としたアジ
ア, アフリカ諸国によって新しい国際組織である世
界バ ドミントン連盟(ヽbrld Badmint(n Federat hl)

が結成 され, IBFと 対立 している。ここにも政治
の波が押 し寄せて きたのである。

この問題 とか らんで,1973年か ら続いてきた日中
交流大会 も,今年は中止 となってしまった。
スポーッと政治の問題を早急に解決することが今

後の重要な課題 といえよう。

わ が国バ ドミン トンの国際交流

バ ドミントンの世界選手権大会は,男子の国別対
抗が トマス杯大会,同 じく女子がユーバー杯大会 と
呼ばれ, ともに 3年 ごとに開催 されている。
わが国は トマス杯大会に第 3回 大会 (195`銅ヨ)か
ら参加 し,第 7回大会(1966～ 67年 )では準決勝ま
で進み, これが トマス杯大会史上最高の成績である。
一方女子は,1966年 にユーバー杯第 4回大会に初

参加で優勝すると,以後 3連勝 し,第 7回大会(19
7鵠F)ではインドネシアに敗れたが,今年の 5月 第
8回大会でユーバー杯の奪回に成功 している。

個人の世界選手権は,1977年のスウェーデンのマ

ルメで第 1回大会が開かれ,拇野尾悦子・植野恵美
子組が女子ダブルスの初代チャンピオンに揮いてい

る。

しか し,今年で68回 を数 えた全英選手権大会が,
伝統 ‐内容 とも事実上の世界選手権 とみなされてお

り,わが国の選手はめざましい成績を残 している。
初参加は1%3年の小宮好雄。この時は単身の遠征
なが らベス ト8に入る健闘をみせ,1966年には秋山

真男が準優勝,1969年に小島一平が単複 3位に入 り

小島は70年 にも単で 3位にくい込んでいる。このほ

かベス ト4に入 ったのはlW4年の池田信孝・栂野尾
昌一組がある。

女子の活躍はさらにめざましく,単では湯木博恵
が 4度 (1969年 ,1974年 ,195年 ,1977年 ),竹中悦
子 (現拇野尾夫人‐1970年 ),中 山紀子 (1"2年 )
が各 1度優勝 しており,複で も相沢マチ子 栂野尾
悦子組が 3度(1972年 ,1973年 ,1975年 ),高木紀
子 (現中山夫人 )・ 湯木博恵組(1"1年 ),拇野尾悦
子 植野恵美子組 (1977年 ),徳田敦子 高田幹子組
(1978年 )がそれぞれ 1度ずつ優勝 している。

このように国際舞台で活躍するようになるにつれ

て,競技 としての正当な評価を受けるようにな り,
またレクリエーションとしても各階層の人々に広 く

受け入れ られるようになってきた。

国民体育大会には,昭和25年第 5回愛知国体か ら
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正式参加 し,現在は,成年男子 (一般の部,教員の
部 ),成年女子,少年男子,少年女子の 4種目が行
われ,ダ ブルス 1, シングルス 2による都道府県対
抗 トーナメント方式である。

競 技 の 見 方

主な シャ トルの飛び方 (フ ライ ト)は高 く打つハ

イクリヤー,ス マッシュ, ドロップショッ ト,ネ ッ
トで攻め合うヘヤ ピンショットなどで,と りわけネ
ットに当って伝わるようなプレーがデ リケー トに応
酬 されるときはス リル満点である。
相手の弱点を攻め,体力を消耗させて行 く競技な
ので,「よ り早 く」「よ り高く」「よ り前で」がゲ
ームに勝つための三原則 とされている。
試合は単,複 (混合 )の 2種類で, 1試合 (マ ツ
チ )は 1ゲ ーム15ポ イント(女子単のみ11ポイント)
で 3ゲ ーム (2ゲーム )先取で行われる。
サープした方 (イ ンサイ ド)が勝てば 1ポイン ト
が与えられてサービスを続け, レシープ側 (ア ゥ ト
サイ ド)が勝つと得点は変 らずに,サ ービスオーバ
ーとなってァゥ トサィ ドがィンサイ ドとなる。但 し
ダブルスの第 2イ ンニングからはノヾ― トナーがセカ
ン ドサーバーとなるので, 2度のフォル トによ リサ
ービス権が変わる。
主審は必ずインサイ ドの得点か らコールするので
どちらが何点かすぐわかるようにな っている。
バ ドミントンには他の競技にあるジュースはなく
セッティングが行われ る。各ゲームで13点オールか
14点 オールとなったとき追いつかれたサイ ドがセッ
ティングするしないの権利を持 っている。
セッティングしたときは,カ ウン トをいったん 0
オ ~ルにし,改めて 5点 (13点オールのとき )ま た
は 3点 (14点オールのとき )ゲ ームとして勝負を決

める。セッティングにはアゲインはない。
この場合の点数は,例えば18対 15,17対 14な どと
なる。女子シングルスでは,10点ォールのときは 2
点 , 9点オ~ルのときは 3点のセッティングとなる。
主なフォル ト(反則 )は次の通 りである。
1. ラインクロス, フッ トフォル ト
サービスのときにサーバーや レシーバーが ライン
をふんだ り,ま たいだりしたとき (パー トナーはか
まわない )。足をず らせた り,床から離 したとき (一
部で もついていればよい )。
2.オ ーバーゥェス ト,ォ ーパーハンド
サービスが打たれる瞬間にシャ トルがサーバーの
ウエス トよ り高かったとき,ま たは, ラケットの頭
部全体がそのラケットを持 っているサーパ ーの手全
体よ りも下にあることがはっきりと見分けられるま
でラケットの頭部が下方をさしていなかったとき。
3.ァ ウトなど
シャ トルが相手のコー トに入 らなかったとき (決
め られているサービスコー トに入 らなかったとき )
ただ し,相手が打てば入 ったことになる。自分のコ
~卜 (サ ービスコー ト)に落ちたシャ トルを打たな

きや, シャ トルが自分の身体や着衣に当っ

ルタッチ, ドリブルなど
ルを 1人が 2度以上打 ったり,続いてバー
打 ったり,ホ ールディングしたとき。
バーザネッ ト,タ ッチザネット,ィ ンター
ど

トや身体がネッ トにふれたり,相手側コー
卜に入 った り,相手を妨害 したとき。 フォル トは主
審力畔」定する。 しか しサービスについてはサービス
ジャッジが, ラインについては担当のラインズマン
が半1定する。
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バドミントン競技会会場配置図
(一階平面図 )(1/300)
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都  道
府 県 名

宿 杢
ロ

住 所 電 話 番 号
番 号 7言

（
ロ 名

北 海 道 9 旅館みどり荘 金井石荒坂 6-2800

青   森 1 あさひ館 大門 8-2-1 2-0005

岩  手 1 あ さひ館 大門 8-2-1 2-0005

宮   城 6 旅館かつ ら荘 大門 6-6-5 2-0504

秋   田 1 あさひ館 大 門 8-2-1 2-0005

山  形 4 ふじや旅館 大門 1-13-2 2-0016

福   島 1 あさひ館 大門 8-2-1 2-0005

茨   城 1 あさひ館 大 門 8-2-1 2-0005

栃   木 5 ホテル中村屋 2-1300

群   馬 6 旅館かつ ら荘 大 門 6-6-5 2-0504

埼   玉 4 ふじや旅館 大門 1-13-2 2-0016

千  葉 1 あさひ館 大門 8-2-1 2-0005

束 示 4 ふじや旅館 大門 1-13--2 2-0016

神 奈 川 3 藤金旅館 大門 8-2-17 2-0007

山   梨 6 旅館かつ ら荘 大門 6-6-5 2-0504

新   潟 8 ホテルさっき苑 金井楡沢 811 6-2053

富   山 8 ホテルさつき苑 金井楡沢 811 6-2053

石   ||| 8 ホテルさつ き苑 金井楡沢 811 6-2053

福   井 3 藤金旅館 大 門 8-2-17 2-0007

静   岡 11 山田旅館 仄丘高出 2201-3 2-1927

愛   知 12 山田旅館 広丘高出 2201-3 2-1927

.|, 12 山田旅館 広丘高出 2201-3 2-1927

岐   阜 7 広丘桔梗ケ原 1762 2-1285

滋   賀 12 山田旅館 広丘高出 2201-3 2-1927

京   都 10 市営みどり湖会館 柿沢 869-1 6-2026

都道府県監督選手宿舎一覧表
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7 旅館すがの 広丘桔梗ケ原 1762 2-1285

兵   庫 12 山田旅館 区丘高出 2201-3 2-1927

奈  良 12 ホテル中村屋 大 門 8-4-21 2-1300

和 歌 山 9 みどり荘 金井石荒坂 6-2800

鳥  取 10 市営 みどう湖会館 柿沢 869-1 6-2026

島   根 ホテルさつき苑 金井楡沢 811 6-2053

岡   山 4 ふじや旅館 大門 1-13-2 2-0016

広   島 1 あさひ館 大門 8-2-1 2-0005

山   口 10 市営みどり湖会館 柿沢 869-1 6-2026

香  り‖ 7 旅館すがの 広丘桔梗ケ原 1762 2-1285

徳   島 6 旅館かつ ら荘 大門 6-6-5 2-0504

愛   媛 6 旅館かつ ら荘 大門 6-6-5 2-0504

高   知 10 市営みどり湖会館 柿沢 869-1

福   岡 11 ホテル鳴神 片丘なる神 5794-252 026357-2181

長   崎 10 市営みどり湖会館 柿沢 869-1 6-2026

熊   本 10 市営みどり湖会館 柿沢 869-1 6-2026

人   分 1 1 ホテル鳴神 片丘なる神 5794-252 026357-2181

宮   崎 ホテル中村屋 大門 8-4-21 2-1300

鹿 児 島 11 ホテル鳴神 片丘なる神 5794-252
0263
57-2181

沖   縄 11 ホテル鳴神 片 [Iな る神5794-252
0263
57-2181

佐   賀 1 あさひ館 大 門 8-2-1 2-0005

長   野 7 旅館すがの 広 [I:借 梗ケ原 1762 2-1285

報   道 5 ホテル中村屋 大門 8-4-21 2-1300

県外役員 5 ホテル中村屋 大門 8-4-21 2-1300

県内役員 2 ますや旅館 大門 1-2-1 2-0011

連絡本部 ホテル中村屋 大門 8-4-21

視 察 員 ホテル鳴神 片丘なる神 5794-252 026357-2181
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大 会 本 部 宿 舎 一 覧 表

日体協 。文 部省宿舎

団 体 名 宿   舎  名 所   在  地
電

市 外 局 番 局 番 番  号

日本体育協会 東 急  イ ン 松本市深志 1-2-37 0263 36 0109

文  部  省

都道 府県本部役 員宿舎

都 道 府県名 宿  舎  名 所   在   地
話

市 外 局 番 局 番 番   号

北海道 栄   の  湯 松本市浅間温泉 606 0263 46 1031

青  森 北   大  湯 ″  646 46 1681

岩  手 東   石   サ‖ ″  375 1024

宮  城 北   大  湯 ″  646 46 1681

秋  田 相  生  の 湯 〃  672 46 2380

山  形 北   大   湯 ″  646 46 1681

橘 島 香   蘭  荘 ″ 600 46 1014

茨  城 相 生 の 易 ″  672 46 2380

栃  木 竹   の  湯 ″  674 46 0748

10 群  馬 相 生 の 湯 ″  672 46 2380

11 埼  玉 地   本   屋 53 46 2332

12 千  葉 相 宅 の 湯 ″  672 46 2380

13 東  京 46 2070

14 神奈川 尾 上 の 湯 ″  641 46 0567

15 山  梨 ウエス トンホテル ″ 505-1 46

16 新  潟 香   蘭  荘 〃  600 46 1014

17 長  野 束   石  川1 ″  375 46 1024

18 富  山 富 貴 の 湯 ″  609 46 1411

19 石 ∫‖ 竹   の  湯 ″  674 46 0748
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都道 府県名 宿  舎  名 所  在  地
話

市 外 番 号 局 番 番   号

20 補  井 よ  し の 湯 松本市浅間温泉  57 0263 46 0366

21 静  岡 桃   の  湯 68 46 0266

22 愛  知 阪 本 の 湯 ″  642 46 lo97

23 重 相 生 の 湯 ″  672 46 2380

24 岐  阜 ウエストンホテル ″ 505-1 46 1711

25 桃   の   湯 68 46 0266

26 京  都 富 貴 の 湯 〃  609 46 1411

27 大  阪 桃   の   湯 46 0266

28 兵  庫 よ  し の 湯 57 46 0366

29 奈  良 地   本   屋 53 46

和歌山 鷹   の  湯 87 46 1150

31 鳥  取 富 士 の 湯 46 1516

32 島  根 地   本  屋 53 46 2332

岡  山 よ し の 湯 57 46 0366

34 広  島 尾 上 の 湯 ″  641 46 0567

35 山  口 地   本   屋 ″   53

36 香 ′|| 湯  本  別 館 〃  360 46 2070

37 徳  島 富 士 の 湯 55 46 1516

38 愛  媛 湯  本  別 館 〃  360 46 2070

39 高  知 西   石  り‖ 46 1188

40 福  岡 う づ ら の 湯 〃  373 46 0800

41 佐  賀 西   石   ,‖ ″  342 46 1188

42 長  崎 46 1188

43 熊  本 千 代 の 湯 ″  346 46 0753

44 大  分 46 0753

宮  崎 阪 本 の 湯 ″  642 46 1097

46 鹿児島 つ た の 湯 46 0828

沖  縄 う づ ら の 湯 ″  373 46

計
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愛 称 名 種 別 塩 尻 発 行 先 の りば 愛 称 名 :Ⅲ りll 塩 尻 発 行 先 のりば

さ  そ 5号 急行 長   野 15,05 長  野

アルプス13号 6.52 露ソ言濃森L し な の 9号 L特 15.15 長   野

き  そ 7号 6.47 野
津江

長
直

1651 松   本

アルプス

“

号 4.06 アルプス 3号 急行 14.20 松   本

ら く ま 1号 4.09 Э長 望′ 14.25 松   本

アルプス17号 4.43 南 小 谷 天  竜 5号 .1'`『 14.53 長  野

ち く ま 3号 4.48 Э長 野
長  野

し な の 11号 L特 15.16

ち く ま 5号 5.04 天  竜 7号 ■.イ ] 15.41 長   野

6.10 長   野 16.01 松   本

天  竜 1号 急 行 6.46 長   野 し な の13号 L特 16.17 長   野

7.31 松   本 ァルプス 7号 急行 17.15 南 小 谷

7.45 長  野 し な の b号 17.19 長  野

天  竜 3号 急 行 8.21 長  野 17.28 長   野 2

8.56 松   本 L特 18.27 松   本

8.53 松   本 18.51 松   本

,01 松   本 松1 本

し な の 1号 L特 9.14 長   野 し な の′号 L特 19.19 長  野

し な の 3号 Lキ寺 10.15 長   野 19,35 松   本

10.22 松   本 アルプス9号 急行 1956 信濃大町

アルプス 1号 急行 10.36 松  本
信濃森上

20.15 松   本

10.50 長   野 20.45 松  本

し な の 5号 L特 11.15 長   野 アルプス ll号 ●行 21.00 松  本

, が
' tヽ
 け 急行 11.60 1壻

1そ

月ヽ
藪 き  そ 3号 21.25 長   野

あ ず さ3号 L特 11.34
松

自 あず さ15号 L特 21.55 松  本

11.59 松   本 天  竜 9号 急行 21.56 長  野

L特 12.18 長   野 あ ず さ17号 L特 22.55 松   本

力く 倉 急行 12.58 新   潟 22.40 松  本 2

-49-

塩 尻 駅 発 列 車 時 刻 表

篠 ノ井 線 〔松 本 。長 野 。新 潟 方 面 〕

3.24

長   野

L特

あ ず さ13号
|

18.55

レ な の 7号



中央西線 〔木 曽福島 。名古 屋 。大阪方面 〕

愛 称 名 「重男11 塩 尻 発 行   先 のりば 愛 称 名 種 別 塩 尻 発 先 のりば

ち く ま6号 急 行 016 O大   阪 赤 倉 急 行 14.44 名 古 屋

き  そ 6号 1.55 名 古 屋 14.59

655 中 津 川 し な の10号 L特 1526 屋
阪
古名
大

756 中 津 川 し な の2号 L特 16.28 名 古 屋

き  そ 2号 急行 834 名 古 屋 16.52 中 津 川

し な の 2号 L特 ,05 名 古 屋 フ́ 0' もヽ  け 急行 17.17 名 古 屋

し な の 4号 L特 10.04 名 古 尾 し な の 14号 L牛寺 17.28 名 古 屋

1021 中 津 川 18.17 名 古 屋

ち く ま 2号 急行 1047 ^名
古 屋

Ψ 大  阪 し な の 16号 I.キ寺 18.29 名 古 屋

し な の 6号 L特 12.07 名 古 屋 し な の 18号 L特 19.25 名 古 屋

1225 中 津 川 19.56

き  そ 4号 急 行 1257 名 古 屋 21.04 中 津 川

し な の 3号 LI, 1408 名 古 屋 22.05 木曽福島

14.12 中 津 川 ち く ま 4号 急行 22.56 大   阪

中央 東線 〔上諏訪 。甲府 。新宿方面 〕

愛 称 名 籠 別 塩 尻 発 行   先 のりば 愛 称 名 書 ;ヽll 塩 見 発 行 先 のりば

アルプスB号 急行 Q15 新  宿 新  宿

,42 新   宿 アルプス8号 急 行 14.30 新   宿

アルプス 2号 急行 新  宿 1557 新  宿

6.58 甲  府 アルプス2号 急行 16.14 新   宿

アルプス 4号 急 行 727 新   宿 16.48 高  尾

あ ず き4号 L特 312 新   宿 あ ず さ16号 L特 新   宿

902 甲  府 アルプスM号 急 行 1740 O新  宿
天  竜 2号 ●イ」

茅

飯
野

田 1■ 57 甲  府

あ ず さ6号 し特 l Q08 新  宿 天  竜 6号 急行 18.41 訪
根
諏
ヶ
上
駒

あ ず さ8号 L特 11.15 新   宿 アルプス16号 急行 18.52 新  宿

11.20 甲  府 2Q09 小 渕 沢

アルプス6号 急行 11.51 新   宿 天  竜 8号 2Q57 訪
峡
諏
竜
上
天

天  竜 4号 急行 12.36 小 渕 沢 21_53 新  宿
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循 環 バ ス 時 刻 表

み ど り湖 線 13日 14日 16日

停 留 所 名 競技会島行 宿 泊 地 行 競 技 会 場 行 宿  ″1  鍬  行 競  技  会  場  行 宿  ギ1  地  行

み どり湖 会館 前 11105 14:10
frs, 

sz 17:22
|

8:05 9:30 11:10 12:20 14:00
ヽ

IH・
0 12:20 14:00 16:00 17:30 7:15 13:50 15:10 16:50

16:51

12:0・)

12:04

13:50

13:49

15:10 16:50

1で,:4`)み ど う イ1:前 11:06 17:21 8:06 9:31 11:11 12:21 14:01 11:09 12:19 13:59 15:f)9 17:29 7:16 12:06 13151 15:11 15:09

さ つ き 苑 前 11:07 14:12 15:50 17:20 8:07 9:32 11:12 12:22 14:02 11:08 12:18 13:58 17:28 7:17 12:07 18:52 15:12 16:52 12103 13:48 15:08 16:48

競 技 場 場 ′11:25 14:30 15:30 17:00
:

レ
:25 9i55 11:30 12:40 14:20 】0:50 12:00 13:40 15:40 17:10

:

レ7:45 12:30 14:10 15:30 17:10 11:45 13::3() 14:50 16:30

欠 の 湯 線 13日 14日 16日 17日

停 留 所 名 会場行 宿 泊 地 行 競 技 場 行 宿 イ1 地 行 競 技 会 場 行 宿 泊 地 行 競 技 会 場 行

ホ テ ル 鳴 神 13:55
ヽ

P3:50
17:30 8:00 10:20 13:10

●

110:20 '3:10
16150 17:35 7:15 12:10 13:55 15:15 16:55

ヽ

1210
13:55 15: 15 16:|、 5 18:55 9:30 12:45

競 技 会 場 14:25
′

13:25 17:00

|

レ8:30 10:45 10:00 12:45 16:25 17:10

[

レ7:45 12:35 14:20 15:35 17:20 13:30 14:50 16:30 18:30

[

レ8:15 9:55 13:10

練 習 会 場 線 13日 14日 16日

停 留 所 名 西「1り 線 東 回 り 縁 西  「11  り  線 東  回  り  線 ″嘔  Ll  り  凛泉 東 l1llり 網実

競 技 会 場 11:30 13:00 14:30
113■

9 15:19 16:49
|

8:30 10:00 11:30 13:00 14:80
ヽ

IH 08
12:38 14:08 15:38 17:03

|

9:25 10:30 12:00 13:30 15:00「9:50 11:38 13:08
第1塩 尻高 校、,…
第2“州■鶏

“

校ノ
′`
'.
11:38

11:35

13:03

13:05

14:33

14:35

13:46 15:16 16:46 8:33 10:03 11:33 13:03 14,33 11:05 12:35 14:05 16:35 17:(,0 9:28 10:33 12:08 13:83 15:03 | 11:35 13:05

山 田 旅 館 人 11 13:44 15:14 16:44 8:35 10:05 l l135 13:0「ヽ 14:35 11:03 12:33 14:{)3 15:33 16:58 9:3() 10:35 12:05 13:35 15:05 |
1li:33 13103

11:39 18:09 14:39 13:40 15:10 8:39 10109 11139 13:09 14:39 10:59 12:2, 13:59 10:29 10:「4 9:34 10:39 12:09 18:3`) 15:00 |

9:39

11:29

11:20

12:59

第 4西 部中 学 前 | |

「
1 1 |

8:48 10: 18 11148 13:18 14:48 12:20 13:50 15:20 16:45 | 10:48 12:18 13:48 15:18 12:50

第 5昭 和電 工 前
| | | | | 1

8:55 10:25 11:55 13:25 14:55 10:43 12:13 13:43 15: 13 16:38 | 10:55 12:25 13i55 15:25 9:32 11:13 12:43

競 技 会 場 [,n r, oo 13:20 14:50 l,r, so 15:00 16:30
[

′9:03 10:33 12:03 13:33 1「,:03 10:35 12:{)5 13:3ヽ 16:05 16:30 ln,ou 11:03 12:33 14:03 15:33 |
1):25 11:05 12:35

競技 会場 (17:03)→  山
「
1旅 館 (17:08) 1111}l旅館 (7:30)・ 1立技矢り際(7:35)民 iv会

"け

―.1111‖ ″後館
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国 体 関 係 電 話 番 号 一 覧

名 称, 所    在   地 電   話

国 体 実 施 本 部 市役所内 3-1920

3-1929

国 体 事 務 局 2-0280

競 技 会 場 市立体育館 3-1930

〃 ″ 3-1931

〃 〃 3-1001

総 合 案 内 所 3-1932

″ 昼食弁当係 ( ) 3-1933

″ 救 護 係 ( 〃 ) 3-1934

″ 輸送警備係 ( ) 3-1935

練 習 会 場 第 1練習会場 (塩 尻 高 校 ) 3-1921

第 2 〃 (信州工業高校 ) 3-1922

第 3 〃 (松本歯科大学 ) 3-1923

″ 第 4 ″ (西 部 中 学校 ) 3-1924

〃 第 5 〃 (昭 和電 工輸 ) 3-1925

″ 第 6 (西 小 学 校 ) 3-1926

駅 前 案 内 所 塩尻市駅前 (テ ント内 ) 3-1927

〃
/
ヽ ) 3-1928

塩 尻 警 察 署 塩尻市大門7-2-23 (110)
2-1120

塩 尻 消 防 署 大門 7-3-18 (119)
2-0280

塩 尻 電 報 電 話 局 大門 6-4-19 2-1050

塩 尻 郵 便 局 大 門 6-3-1 2-0049

塩 尻 商 工 会 議 所 大門 6-4-20 2-0258

中部電 力い塩尻営 業所 〃 大門 5-16-2 2-1144

松 本 保 健 所 松本市城西 2-4-4
松本
32-2796_

-53-

国 体 宿 泊 本 部

受付案内係 (テ ント内 )
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第 33回 国民体育大会秋季大会バ ドミン トン競技会

塩 尻 市 実 行 委 員 会 実 施 本 部 組 織 図
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世界初の1ロロ%クラフアイトシヤフト

他のどのスホーツよりもスピードと瞬

|‖ 1の判断力が型まれるバドミントン

こそ、 ブレイヤーのオ|つ育ヒカをフル

に広げるラケノトが必要で魂

グラファイト

この考えをもとに、カワサキでは世界に先がけて100%グ ラファ

イトシャフトを開発しました。 この素晴らしいラケノトはグラファ

イト繊維をタテに2層、左右ナナメに2層、計4層を組み構成す

ることによって、グラファイトの1岡 性に強力なパネを生み出すこ

とに成功。ただスチールバイフにカーボンをまきつけただけのラ

ケットとちがい、軽さはもちろん、スイートスホットを広くしブレー

の幅を大きくしました。この100%グラファイトンヤフトは、ブレイ

ゾーンと機敏なテクニノクの世界を広げることでしょう。

カリサ串ラタリト

河■ラケフトエ蛛 式会社

B_82エイトツウ
アルミフレームは軽く、り単力1生にす

ぐれていま九 まさに、0■秒を争う
スヒーァィなブレーにつってつけ。

変形やねじれも少なく、確実に打球

をとらえ、安定した攻撃ができま」3

グラフアイトシャフト・アツレミフレーム
ンレバー(ケース付)
フレーム価格  8,000円
ガット張り上り価格 8,700円

B-BOr{;r I i., )1 t1't tlo iit7) v - t,<'-f.lLi\ / r

=.t> /,htE(, 1r t-u -tv l+Llht " * /:. JrifrI&rltfl, t +L
h tt)*l!/L.') f r ) '/ /a r,\1 v -iit3* l;

グラファイトシャフト・ウッドフレーム

黒 (ケース付)

フレiム価格 7,700円 カント張り上り価格 8,400円

大幅に広がつたスイートスポツト
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▼  カー ボン スラッグフェスト

蘭B85 カーボンスラッグフェスト〈ブラック〉
ロングテーパー・カーボンンヤフト(ケ ~ス付 )

¥7,500
より速く,よ り力強く ―′` ドミントン・プレーに
マッチした鋭いうケットの新登場′カーボン素材を使

用したソャフトは強くそして柔軟― 鋭い反援力を生

み出しました。さらに超軽量化をはかったプラック・

ンャフトは黒ひょうを思わせる精憚さ。強く・鋭く・

軽い  まさにバ ドミントン・ラケットのエースです。

IIヽFヨ鱚[EPsψ″
Nol060 SP /\,( , i-17-,i-
\, - ro.75t%) Y 500 e+,r F: > r.2E+r!r
超強力糸を使用した0.75%の ゲーシ. この極限のケ

ーンが,球 ばなれの早い/ャ ープなプレーを生み出し

ます 反療力・耐久性に優れ,張 り上げもスムーズ.
文字通り会′ぃのスーパー・ガットの誕生ですノ
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塩尻市北小野

¬「  399-06

花倒塩嶺高凍
カントリータラブ

2コ:02635-6-2211

信州塩嶺高原別荘地 802635-6-2751

信州塩嶺テニスクラブ 802635-6-2804

驚異のシャトルコック

未来派
INTERNAT:ONAL NVLON BADMINTON SHUTTLECOCKS

審査合格

21世紀のシャトルコック

ノヽ |= ノ
′

' 
ントσ)逸 ::ム .′

D:AT00N 5000
日本ハトミント/1,あ会公認
日本―の生産量を:3る  本社・1,同 県湖西市斬所二 TEL(0535'〉 8-1501代 表

八 孝 工…ス

羽立工業株式書稚
東京営業所 東京都台東区蔵前 3-10-7

TEL(o3〉 861-2777

祝
第33回 国民体育大会バドミントン競技
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S‐フ 9 カ ー ボ デ ラ ッ ク ス Ⅱ

カーボデラッタス同様、ォ

ールカーボンシャフ トを使

用 し、特殊合全フレームを

プラスして全て新しいタイ

プのラケットとして、ここ

に誕生 しました。より軽|く

そしてよリスピーディでバ

ワーフルな条件をすべて兼

ね備えたまさに現在にマッ

チした、最高のラケッ トと

云えましょう。あなたも最

高のラケットでブレーして

みませんか ?

S―フフ カーボデラックス
ステールカーボンシャフト

とは違い、純然たるオール

カーボンシャフトを使用 .

その弾力性は従来のステー

ルシャフトにないすばらし

い反機力を生みだし、多く

の反響を呼んでおります .

シャフトを着千太くするこ

とにより左右のブレを解決

していますので、アタック

にレシープにこの新しい魅

力を十三分に発揮させて下

さい。
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第33 ロ 国民体育大会バドミントン競技

ご行楽のおともに

お弁当のご用命を

Ⅲ カ ワカ
ヽ
ヽ
ヽ

塩 尻 駅 前 TEL 2-1234

03υポリの新製品

りんごバイ

好評発売中です

ご試食ください……

_ ⌒

閣●ヨ,ボ,
塩 尻 駅 前 TEL 2… 1234
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機能をつきつめたものは美しい.ヨネックスはこの考 |

基にして、たくさんのスボーツウエアをおととけし|

ます.白 を基調に、ヨネックスのァンボルカラー」

ブルー&グ リーンをアクセントにLた もの、そのほわ`

レた色づかいのものなど、種類もサイズも豊富て」

齢や性別をこな 国境をこえて.ト ッププレイヤ」

身をつつんでいます.ま たスポーツハックにして」

かい親切設計でデザインされています。同じ型であ|

がら一週間用.4-5日用、l-2日用など大・中・
|

そろぇたり.多目的に使ぇるものもあったりで.選 |

しさしゅうぶん。色は自が中心ですが、濃緑、濃網

などいろいろあります.さ て、スボーツ/ューズもヨ|

クスの日侵 .靴底が機能的な設計ですかり、フット1
が生きてきます.スボーツをサイエンスの日でとらЯ

して美しい形を仕上げる芸当。これぞヨネックス感党 1

.́」

［
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パワー時代のラケッL先進のカーボン
フレームにウッドと特殊アル ミ合金の違いはあっても、こ

2本どちらも今世界のコー トで大活躍中。ヨネックス独自

カーボンラケットです。カーボンシャフ トのすさましい弾

が強力なスマッシュを生み出します。そのうぇスウィートスポッ

がぐんと広がり、シャトルをとうえる性能 も確実。世界の一

プレイヤー達がパワーバ ドミントンを目ざしている現在、

れこそまさにうってつけのもの。カーボンならヨネックスで■

●日本イ刀のこと―このラケッ トにはRと Xの表不がありま
‐

Rは レギュラーでスナップ打法用。 Xはエキスパー トでフ

スイング打法用です。
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